
Ｅ-mail  ：　info@kashiwa-cci.or.jp

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２８年 ３月 分 ）

2016/4/18

柏　　商　　工　　会　　議　　所

（本件担当）　柏商工会議所 中小企業相談所 経営支援課
〒277-0011   千葉県柏市東上町７－１８
Ｔ Ｅ Ｌ　：　０４－７１６２－３３０５
Ｆ Ａ Ｘ　：　０４－７１６２－３３２３

　　　　Ｕ Ｒ Ｌ　：　http://www.kashiwa-cci.or.jp



：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0

60.5%

▲25＞DI

36 13 36.1%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

78

43

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２８年 ３月 分 ）

建　　　設 21
18
26

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２８年３月２８日　～　平成２８年４月８日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内156事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
47.7%
54.5%

回答数
50.0%
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全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１０月 ▲ 26.2 ▲ 13.6 ▲ 33.3 ▲ 44.0 ▲ 6.6
１１月 ▲ 30.8 ▲ 21.7 ▲ 27.7 ▲ 52.0 ▲ 13.3
１２月 ▲ 28.7 ▲ 12.5 ▲ 41.1 ▲ 44.0 ▲ 14.2
１月 ▲ 29.7 ▲ 12.5 ▲ 38.8 ▲ 53.5 ±0.0
２月 ▲ 26.3 ▲ 13.6 ▲ 50.0 ▲ 40.0 △ 7.6
３月 ▲ 25.6 ▲ 4.7 ▲ 44.4 ▲ 34.6 ▲ 15.3

見通し ▲ 23.0 ±0.0 ▲ 33.3 ▲ 34.6 ▲ 23.0

【製造業】からは、「前年同月に比べ、駆込み受注はない。原料単価の変動は為替より取引所の相場の影響が大」（特殊産業用機
械）、「先月から大きな変化はなく、お客様からの発注の動きは鈍いまま」（その他の機械・同部品製造業）、「従業員定年退職によ
り、新規パート３名入社。正社員（男女）各１名入社。出荷量が細分化しているため、人員を増加」（その他の金属製品製造業）、「消
費税が８％になってからの売上高は、回復傾向にあるが、採算ベースでは、まだまだ工夫が必要」（印刷業）、「設備はいま新しい引
き合いが連続しており、量産が決まれば順次新規設備導入をしていく考え。これまでのなんでも引き受ける製造ではなく、生産も分
野も特化したものにしぼり、利益率を高めていく取り組みが徐々に成果をあげつつある」（その他の金属製品製造業）などのコメント
が寄せられた。

【平成２８年３月の調査結果のポイント】

３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２５．６(前月水準▲２６．３）となり、マイナス
幅が０．７ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲４．７（同▲１
３．６）、製造業▲４４．４（同▲５０．０）、卸小売業▲３４．６（同▲４０．０）である。プラスからマイナスに転じ
た業種は、サービス業▲１５．３（同△７．６）であり、２２．９ポイントと大幅に悪化した。

○

≪業況ＤＩは横ばい推移。先行きは不透明感よりやや悪化に転じる≫

【建設業】からは、「年度末、決算期に当たる会社の駆込み工事が多い」（電気工事業）、「オリンピックに向けての話が出てきてはい
るものの、全体的な現場が少なく、今後不安な状況だ」（その他の職別工事業）、「畳小物の売上、６年目にして初めて目標達成。畳
工事の受注は相変わらず。個人からは少なめ、業者からは増加」（内装工事業）などのコメントが寄せられた。

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

各業種より、「賃上げについては昨年に引き続き実施する予定だが、今までの一律ではなく成果をあげた人員のみとする。雇用状況
として、人出は足りない感があり募集をかけてはいるが、実際には残業などで十分対応できるレベル」（その他の金属製品製造業）、
「大型店の出店により、人件費の高騰が止まらない。適正な価格帯に早く戻って欲しい」（その他の各種商品小売業）などのコメント
が寄せられた。

【卸小売業】からは、「前半は、気温の上昇にも恵まれ春物婦人衣料の動きが活発。中旬以降気温の低下で前年割れの日々が続
く。紳士衣料は春物単価の低下で売上伸びず。五月人形は大きく前年を下回る。高級雑貨は宝飾・時計などの高額品が不調。食品
は雛祭り・ホワイトデーが好調で前年実績を上回る」（百貨店）、「衣料品および寝具インテリア関連は売上不振となり、昨年比８０％
ぐらい。買い回り品の食品、住居雑貨は、昨年並みに推移しました」（その他の各種商品小売業）、「催事商品も季節商品の注文が
前年より多かった」（菓子・パン小売業）、「ホワイトデーが好調でした」（菓子・パン小売業）、「昨今の天気は、気温の高低差が大き
く、産地における青果物の生育に影響を受けているようです。全般的に入荷減の単価高傾向にあります」（食料・飲料卸売業）、「柏
の葉、おおたかの森の人口増が売上に寄与しているが、割引セール等による集客で、来店数は多いが利益率の向上に繋がらない」
（その他の飲食料品小売業）などのコメントが寄せられた。

各業種より、「低価格が定着し、改善は難しい」（電気工事業）、「施工単価が下がっている。全般的に物件が少ない状況で、今後、受
注競争が激化しそうだ」（その他職別工事業）、「単価の値引き要請が増えた」（その他の金属製品製造業）などのコメントが寄せられ
た。

◎人件費高騰

◎受注単価下落

【サービス業】からは、「個人需要では、北海道新幹線開業の盛り上がりは、一年前の北陸新幹線開業ほどではない。北陸は、今で
もその勢いは衰えていない。宮古島の就航の便が増加し、沖縄の離島が人気」（旅行業）、「高額物件の問合せが増えています。
他、一般の戸建住宅や土地の問合せも増えており、成約数も少しずつ増えています」（不動産管理業）などのコメントが寄せられた。

卸小売業より、「４月には６号沿い流山に神奈川で好調なスーパーが出店してきた。５月には柏二番街の先にスーパーが出店。沼南
地域には最大級のショッピングモールがオープン。その他数店が出てきます。ここ２０年位の中で一番の出店ラッシュが始まっていま
す。大きく勢力図が変わる予感」（各種食料品小売業）、「柏市北西部では、ホームセンターやドラッグストア、スーパーがオープンし、
人の流れが変わりつつある。今後の推移を見極めて努力したい」（その他の飲食料品小売業）などのコメントが寄せられた。

◎出店ラッシュ（競争激化）
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平成27年 平成28年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全　産　業 ▲ 26.2 ▲ 30.8 ▲ 28.7 ▲ 29.7 ▲ 26.3 ▲ 25.6 ▲ 23.0 ( ▲ 15.7 )

建　　　 設 ▲ 13.6 ▲ 21.7 ▲ 12.5 ▲ 12.5 ▲ 13.6 ▲ 4.7 ±0.0 ( ±0.0 )

製　　　 造 ▲ 33.3 ▲ 27.7 ▲ 41.1 ▲ 38.8 ▲ 50.0 ▲ 44.4 ▲ 33.3 ( ▲ 25.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 44.0 ▲ 52.0 ▲ 44.0 ▲ 53.5 ▲ 40.0 ▲ 34.6 ▲ 34.6 ( ▲ 40.0 )

サ ー ビ ス ▲ 6.6 ▲ 13.3 ▲ 14.2 ±0.0 △ 7.6 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ( △ 15.3 )

【平成２８年３月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２３．０（前月水準▲１５．
７）となり、マイナス幅が７．３ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲３４．６（同▲
４０．０）である。変らない見通しの業種は、建設業±０．０（同±０．０）である。プラスからマイナスに
転じる見通しの業種は、サービス業▲２３．０（同△１５．３）である。マイナス幅が、拡大する見通し
の業種は、製造業▲３３．３（同▲２５．０）である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲４．７
（同▲１３．６）、製造業▲４４．４（同▲５０．０）、卸小売業▲３４．６（同▲４０．０）である。プラスから
マイナスに転じた業種は、サービス業▲１５．３（同△７．６）であり、２２．９ポイントと大幅に悪化し
た。

○

○

３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２５．６(前月水準▲２６．３）となり、
マイナス幅が０．７ポイント縮小した。

平成２８年３月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ＤＩ値

月別

平成２８年３月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年３月の業況

３月
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○

平成27年 平成28年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全　産　業 ▲ 23.7 ▲ 27.1 ▲ 18.7 ▲ 29.7 ▲ 14.4 ▲ 14.1 ▲ 14.1 ( ▲ 14.4 )

建　　　 設 ▲ 18.1 ▲ 17.3 ▲ 8.3 ▲ 8.3 ▲ 9.0 △ 14.2 △ 4.7 ( ▲ 9.0 )

製　　　 造 ▲ 33.3 ▲ 22.2 ▲ 35.2 ▲ 38.8 ▲ 37.5 ▲ 38.8 ▲ 22.2 ( ▲ 25.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 28.0 ▲ 60.0 ▲ 40.0 ▲ 53.5 ▲ 24.0 ▲ 34.6 ▲ 30.7 ( ▲ 36.0 )

サ ー ビ ス ▲ 13.3 △ 6.6 △ 21.4 ▲ 7.1 △ 23.0 △ 15.3 ±0.0 ( △ 30.7 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、建設業△１４．２（同▲９．０）
であり、２３．２ポイントと大幅に改善した。プラス幅が縮小した業種は、サービス業△１５．３（同△２
３．０）である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲３４．６（同▲２４．０）、
製造業▲３８．８（同▲３７．５）である。

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．１（前月水準▲１４．
４）となり、マイナス幅が０．３ポイント縮小する見通しである。

○

【平成２８年３月の売上についての状況】

３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１４．１（同▲１４．４）であり、マイナ
ス幅が０．３ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じる見通しの業種は、建設業△４．７（同
▲９．０）である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲３０．７（同
▲３６．０）、製造業▲２２．２（同２５．０）である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業
±０．０（同△３０．７）であり、３０．７ポイントと大幅に縮小する見通しである。

　　平成２８年３月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年３月の売上

３月

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

△ 25.0

△ 35.0

△ 45.0

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ＤＩ値

月別

平成２８年３月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス
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平成27年 平成28年
１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全　産　業 ▲ 36.2 ▲ 38.2 ▲ 32.5 ▲ 33.3 ▲ 21.0 ▲ 20.5 ▲ 29.4 ( ▲ 19.7 )

建　　　 設 ▲ 31.8 ▲ 17.3 ▲ 20.8 ▲ 16.6 ▲ 9.0 △ 4.7 ▲ 19.0 ( ▲ 18.1 )

製　　　 造 ▲ 38.8 ▲ 50.0 ▲ 41.1 ▲ 38.8 ▲ 18.7 ▲ 50.0 ▲ 38.8 ( ▲ 25.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 48.0 ▲ 68.0 ▲ 44.0 ▲ 53.5 ▲ 48.0 ▲ 34.6 ▲ 38.4 ( ▲ 44.0 )

サ ー ビ ス ▲ 20.0 ▲ 6.6 ▲ 21.4 ▲ 14.2 △ 7.6 △ 7.6 ▲ 15.3 ( △ 30.7 )

先行き見通し

　　平成２８年３月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ ３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２０．５（前月水準▲２１．０）となり、
マイナス幅が０．５ポイント縮小した。

業種別では、マイナスからプラスに転じた業種は、建設業△４．７（同▲９．０）である。変らない業種
は、サービス業△７．６（同△７．６）である。マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲３４．６（同▲
４８．０）である。マイナス幅が拡大した業種は、製造業▲５０．０（同▲１８．７）であり、３１．３ポイン
トと大幅に拡大した。

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２９．４（前月水準▲１９．
７）であり、マイナス幅が９．７ポイント拡大する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売▲３８．４（同▲４
４．０）である。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、サービス業▲１５．３（同△３０．７）であ
り、４６．０ポイントと大幅に悪化する見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大
きい順に、製造業▲３８．８（同▲２５．０）、建設業▲１９．０（同▲１８．１）である。

【平成２８年３月の採算についての状況】

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年３月の採算

３月

▲ 55.0

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

△ 5.0

△ 15.0

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ＤＩ値

月別

平成２８年３月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ービ ス
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○

平成27年 平成28年
１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全　産　業 ▲ 27.5 ▲ 34.5 ▲ 26.2 ▲ 17.8 ▲ 18.4 ▲ 16.6 ▲ 21.7 ( ▲ 17.1 )

建　　　 設 ▲ 22.7 ▲ 30.4 ▲ 16.6 ▲ 16.6 ▲ 18.1 ▲ 14.2 ▲ 14.2 ( ▲ 4.5 )

製　　　 造 ▲ 11.1 ▲ 22.2 △ 5.8 ▲ 16.6 ±0.0 ±0.0 ▲ 16.6 ( ▲ 12.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 48.0 ▲ 40.0 ▲ 52.0 ▲ 17.8 ▲ 32.0 ▲ 26.9 ▲ 26.9 ( ▲ 32.0 )

サ ー ビ ス ▲ 20.0 ▲ 46.6 ▲ 35.7 ▲ 21.4 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ▲ 30.7 ( ▲ 15.3 )

先行き見通し

【平成２８年３月の仕入単価についての状況】

○ ３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１６．６（前月水準▲１８．４）となり、
マイナス幅が１．８ポイン縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲２
６．９（同▲３２．０）、建設業▲１４．２（同▲１８．１）である。変らない業種は、製造業±０．０（同±
０．０）である。マイナス幅が拡大した業種は、サービス業▲２３．０（同▲１５．３）である。

　　平成２８年３月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２１．７（前月水準▲１７．
１）となり、マイナス幅が４．６ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業▲２６．９（同▲
３２．０）である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲３０．７（同
▲１５．３）、建設業▲１４．２（同▲４．５）、製造業▲１６．６（同▲１２．５）である。

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ＤＩ値

月別

平成２８年３月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年３月の仕入単価

３月
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○

平成27年 平成28年

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全　産　業 △ 7.5 △ 11.1 △ 8.7 △ 9.5 △ 15.7 △ 15.3 △ 16.6 ( △ 17.1 )

建　　　 設 △ 9.0 △ 13.0 △ 8.3 △ 12.5 △ 13.6 ±0.0 △ 4.7 ( △ 9.0 )

製　　　 造 ▲ 5.5 △ 11.1 ±0.0 ▲ 16.6 ±0.0 △ 5.5 △ 5.5 ( △ 6.2 )

卸 ・ 小売 △ 8.0 ±0.0 △ 12.0 △ 17.8 △ 20.0 △ 26.9 △ 26.9 ( △ 20.0 )

サ ー ビ ス △ 20.0 △ 26.6 △ 14.2 △ 21.4 △ 30.7 △ 30.7 △ 30.7 ( △ 38.4 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業△２６．９
（同△２０．０）、製造業△５．５（同±０．０）である。変らない業種は、サービス業△３０．７（同△３
０．７）である。プラス幅が縮小した業種は、建設業±０．０（同△１３．６）である。

【平成２８年３月の従業員についての状況】

○

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、△１６．６（前月水準△１７．
１）であり、プラス幅が０．５ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業△２６．９（同△２
０．０）である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業△３０．７（同△３
８．４）、建設業△４．７（同△９．０）、製造業△５．５（同△６．２）である。

　　平成２８年３月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△１５．３（前月水準△１５．７）となり、
プラス幅が０．４ポイント縮小した。

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年３月の従業員

３月

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ＤＩ値

月別

平成２８年３月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成27年 平成28年
１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月～６月 ( ３月～５月 )

全　産　業 ▲ 8.7 ▲ 14.8 ▲ 16.2 ▲ 14.2 ▲ 11.8 ▲ 1.2 ▲ 5.1 ( ▲ 1.3 )

建　　　 設 △ 4.5 ±0.0 ±0.0 ±0.0 ▲ 9.0 △ 4.7 △ 4.7 ( △ 9.0 )

製　　　 造 ▲ 11.1 ▲ 22.2 ▲ 29.4 ▲ 38.8 ▲ 25.0 ▲ 5.5 ▲ 5.5 ( ▲ 25.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 24.0 ▲ 28.0 ▲ 32.0 ▲ 17.8 ▲ 16.0 ▲ 11.5 ▲ 15.3 ( ▲ 12.0 )

サ ー ビ ス ±0.0 ▲ 6.6 ±0.0 ±0.0 △ 7.6 △ 15.3 ±0.0 ( △ 30.7 )

先行き見通し

平成２８年３月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２８年３月の資金繰りについての状況】

３月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１．２（前月水準▲１１．８）となり、マ
イナス幅が１０．６ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業△１５．３（同△７．６）で
ある。マイナスからプラスに転じた業種は、建設業△４．７（同▲９．０）である。マイナス幅が縮小し
た業種は、幅の大きい順に、▲５．５（同▲２５．０）、卸小売業▲１１．５（同▲１６．０）である。

向こう３ヶ月（４月から６月）の先行き見通しについては、全産業では、▲５．１（前月水準▲１．３）と
なり、マイナス幅が３．８ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、製造業▲５．５（同▲２
５．０）である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業±０．０（同△３
０．７）、建設業△４．７（同△９．０）であり、特にサービス業では、３０．７ポイントと大幅に縮小する
見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、卸小売業▲１５．３（同▲１２．０）である。

○

○

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ＤＩ値

月別

平成２８年3月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２８年３月の資金繰り

３月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 14.1 ▲ 14.1 ▲ 20.5 ▲ 29.4 ▲ 16.6 ▲ 21.7 △ 15.3 △ 16.6
建　　　設 △ 14.2 △ 4.7 △ 4.7 ▲ 19.0 ▲ 14.2 ▲ 14.2 ±0.0 △ 4.7
製　　　造 ▲ 38.8 ▲ 22.2 ▲ 50.0 ▲ 38.8 ±0.0 ▲ 16.6 △ 5.5 △ 5.5
卸 ・小売 ▲ 34.6 ▲ 30.7 ▲ 34.6 ▲ 38.4 ▲ 26.9 ▲ 26.9 △ 26.9 △ 26.9
サービス △ 15.3 ±0.0 △ 7.6 ▲ 15.3 ▲ 23.0 ▲ 30.7 △ 30.7 △ 30.7

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 25.6 ▲ 23.0 ▲ 1.2 ▲ 5.1
建　　　設 ▲ 4.7 ±0.0 △ 4.7 △ 4.7
製　　　造 ▲ 44.4 ▲ 33.3 ▲ 5.5 ▲ 5.5
卸 ・小売 ▲ 34.6 ▲ 34.6 ▲ 11.5 ▲ 15.3
サービス ▲ 15.3 ▲ 23.0 △ 15.3 ±0.0

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２８年３月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

やっと暖かくなってきたので、リフォームの動きが出てきました。 リフォーム工事 一般土木建築工事業

年度末、決算期に当たる会社の駆込み工事が多い。低価格が定着してし
まい、改善するのは難しい。

年度末、決算期
駆込み受注増
工事の低価格化

電気工事業

施工単価が下がっている。全般的に物件が少ない状況で、今後、受注競
争が激化しそうだ。オリンピックに向けての話が出てきてはいるものの、全
体的な現場が少なく、今後不安な状況だ。また、社会保険加入の徹底対
策の為の書類作成の管理依頼が増え、事務処理の人手も足りない状況
が続いている。

施工単価下落
受注競争激化
オリンピック
先行き不安

社会保険事務増
人手不足

その他の職別工事業

畳小物の売上、６年目にして初めて目標達成。畳工事の受注は相変わら
ず。個人からは少なめ、業者からは増加。

畳小物好調
畳工事増加（業者）

内装工事業

銀行借入がし易くなったような感がある。補助金により、設備投資がし易い内容
になっているが、大きな設備投資にはまだ足踏みしている。

銀行借入
設備投資

印刷業

前年同月に比べ、駆込み受注はない。原料単価の変動は為替より取引所の相
場の影響が大。

駆込み受注減
為替相場の影響

特殊産業用機械

先月から大きな変化はなく、お客様からの発注の動きは鈍いまま。 受注低迷 その他の機械・同部品製造業

従業員定年退職により、新規パート３名入社。正社員（男女）各１名入社。出荷
量が細分化しているため、人員を増加。単価の値引き要請が増えた。

人員増加（新規採用）
値引要請

その他の金属製品製造業

消費税が８％になってからの売上高は、回復傾向にあるが、採算ベースでは、ま
だまだ工夫が必要。成り小さくても、中身は豊富な会社継続が理想である。

売上回復傾向
不採算

印刷業

賃上げについては昨年に引き続き実施する予定だが、今までの一律ではなく成
果をあげた人員のみとする。雇用状況として、人出は足りない感があり募集をか
けてはいるが、実際には残業などで十分対応できるレベル。生産出荷在庫は生
産を必要数量に押え在庫を減らし、計画生産で出荷するようになりかなり効率Ｕ
Ｐしている。設備はいま新しい引き合いが連続しており、量産が決まれば順次新
規設備をしていく考え。これまでのなんでも引き受ける製造ではなく、生産も分野
も特化したものにしぼり、利益率を高めていく取り組みが徐々に成果をあげつつ
ある。

賃上げ
人手不足

生産効率向上
引き合い増加
設備投資

その他の金属製品製造業

前半は、気温の上昇にも恵まれ春物婦人衣料の動きが活発。中旬以降気温の
低下で前年割れの日々が続く。紳士衣料初は春物単価の低下で売上伸びず。
五月人形は大きく前年を下回る。高級雑貨は宝飾・時計などの高額品が不調。
食品は雛祭り・ホワイトデーが好調で前年実績を上回る。

天候不順
春物衣料好調（前半）
五月人形不調
高級雑貨不調
雛祭り商品好調

ホワイトデー商品好調

百貨店

製造業

建設
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【平成２８年３月業種別業界内トピックス】

衣料品および寝具インテリア関連は売上不振となり、昨年比８０％ぐらい。買い
回り品の食品、住居雑貨は、昨年並みに推移しました。（３月度アンケート調査を
実施したところ、５０代以上が６３％を占める結果となり、女性が８０％以上と多
く、商品に対する不満より、休憩する場所、食事の場所、トイレなど、設備サービ
ス面に不満を感じているお客様が多かった事がわかりました。）

衣料品・寝具・インテリア不調
食品・生活雑貨好調

その他の各種商品小売業

大型店の出店により、人件費の高騰が止まらない。適正な価格帯に早く戻って
欲しい。

人件費高騰 その他の各種商品小売業

４月には６号沿い流山に神奈川で好調なスーパーが出店してきた。また、その
スーパーは近く１６号沿いの柏市内にもう一店舗出来てきます。５月には柏二番
街の先にスーパーが出店。沼南地域には最大級のショッピングモールがオープ
ン。その他数店が出てきます。ここ２０年位の中で一番の出店ラッシュが始まって
います。大きく勢力図が変わる予感。既存店はどう他と違いを出さるかが焦点と
なる。

競合店（スーパー等）出店ラッシュ
競争激化

各種食料品小売業

催事商品も季節商品の注文が前年より多かった。 催事商品好調 菓子・パン小売業

ホワイトデーが好調でした。 ホワイトデー好調 菓子・パン小売業

昨今の天気は、気温の高低差が大きく、産地における青果物の生育に影響を受
けているようです。全般的に入荷減の単価高傾向にあります。今後は花見シー
ズン、歓送迎会などの催事が多くなる季節になってきます。産地情報と消費需要
の情報をしっかり得ながら安定供給して参ります。

天候不順
入荷減・単価高（青果物）
花見シーズン・歓送迎会

食料・飲料卸売業

昨年秋以降の値上がり商品について、実績に基づき商品を仕入れたが、サイズ
により在庫となっている。また、新規開拓分も売上増に寄与したが、在庫備蓄品
もあり、資金繰りが厳しい。柏の葉、おおたかの森の人口増が売上に寄与してい
るが、割引セール等による集客で、来店数は多いが利益率の向上に繋がらな
い。柏市北西部では、ホームセンターやドラッグストア、スーパーがオープンし、
人の流れが変わりつつある。今後の推移を見極めて努力したい。

資金繰悪化
人口増（柏の葉・おおたかの森周辺）

来客増・利益率横ばい
競合店（スーパー等）出店ラッシュ

競争激化

その他の飲食料品小売業

個人需要では、北海道新幹線開業の盛り上がりは、一年前の北陸新幹線開業
ほどではない。北陸は、今でもその勢いは衰えていない。宮古島の就航の便が
増加し、沖縄の離島が人気。ヨーロッパはテロの影響で低調も、夏休みは好調。
安・近・短（香港・台湾・韓国）が、女性同士やカップルに人気。法人需要では、旅
行決定が間際化している世の中とは逆に、訪日外国人観光客増加により航空座
席や宿泊の予約が半年前に埋まってしまうことが多く、団体旅行の手配に苦戦
することが増えてきている。

北海道新幹線開業
北陸地域人気
沖縄（離島）人気

ヨーロッパ低調（夏休み好調）
近隣国（香港・台湾・韓国）人気
インバウンド増加の影響

旅行業

高額物件の問合せが増えています。低金利の効果が出ているのでしょうか。他、
一般の戸建住宅や土地の問合せも増えており、成約数も少しずつ増えていま
す。

問合せ・成約数増加 不動産管理業

新年度を向かえ、今年こそオンリーワン商品の市場展開が目標。下請け業を脱
出しなければ、生き残り無しと考えている。

オンリーワン商品 ソフトウェア業

サービス業

卸小売

11



４月には６号沿い流山に神奈川で好調なスーパーが出店してきた。５月
には柏二番街の先にスーパーが出店。沼南地域には最大級のショッピ
ングモールがオープン。その他数店が出てきます。ここ２０年位の中で一
番の出店ラッシュが始まっています。大きく勢力図が変わる予感。

各種食料品小売業

柏市北西部では、ホームセンターやドラッグストア、スーパーがオープン
し、人の流れが変わりつつある。今後の推移を見極めて努力したい。

その他の飲食料品小売業

賃上げについては昨年に引き続き実施する予定だが、今までの一律で
はなく成果をあげた人員のみとする。雇用状況として、人出は足りない感
があり募集をかけてはいるが、実際には残業などで十分対応できるレベ
ル。

その他の金属製品製造業

大型店の出店により、人件費の高騰が止まらない。適正な価格帯に早く
戻って欲しい。

その他の各種商品小売業

低価格が定着し、改善は難しい。 電気工事業

施工単価が下がっている。全般的に物件が少ない状況で、今後、受注競
争が激化しそうだ。

その他職別工事業

単価の値引き要請が増えた。 その他の金属製品製造業

◎受注単価下落

◎人件費高騰

◎出店ラッシュ（競争激化）
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平成２８年３月ＣＣＩ-ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２５．６に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲２３．
６で柏の方がマイナス幅が２．０ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、卸小売業であり、建設業では１０ポイント以上
良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、サービス業であり、製造業
では１０ポイント以上悪い。

【売上ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１４．１に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲１４．
９で柏の方がマイナス幅が０．８ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、サービス業であり、それぞれ１０ポイント以上
良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売業であり、製造業で
は１０ポイント以上悪い。

【従業員ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が△１５．３に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△１５．
６で柏の方がプラス幅が０．３ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、卸小売業、サービス業である。「柏の景気」の方が悪い
業種は、建設業、製造業であり、建設業では１０ポイント以上悪い。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１．２に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１１．７
で柏の方がマイナス幅が１０．５ポイント小さい。業種別では、全ての業種
で「柏の景気」の方が良く、建設業、卸小売業、サービス業では１０ポイント
以上良い。

【採算ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲２０．５に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１７．
７で柏の方がマイナス幅が２．８ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、サービス業であり、それぞれ１０ポイント以上
良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、卸小売業であり、製造業で
は１０ポイント以上悪い。

【仕入単価ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１６．６に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２４．
２で柏の方がマイナス幅が７．６ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、建設業、製造業、卸小売業であり、建設業、製造業で
は１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、サービス業であ
る。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 25.6 ▲ 4.7 ▲ 44.4 ▲ 34.6 ▲ 15.3

▲ 23.6 ▲ 17.8 ▲ 18.4 ▲ 41.8 ▲ 14.6

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 14.1 △ 14.2 ▲ 38.8 ▲ 34.6 △ 15.3

▲ 14.9 ▲ 16.4 ▲ 12.5 ▲ 25.6 ▲ 7.7

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 20.5 △ 4.7 ▲ 50.0 ▲ 34.6 △ 7.6

▲ 17.7 ▲ 18.3 ▲ 17.6 ▲ 28.3 ▲ 10.5

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 16.6 ▲ 14.2 ±0.0 ▲ 26.9 ▲ 23.0

▲ 24.2 ▲ 27.1 ▲ 13.1 ▲ 32.6 ▲ 22.9

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 15.3 ±0.0 △ 5.5 △ 26.9 △ 30.7

△ 15.6 △ 18.3 △ 7.6 △ 19.8 △ 22.3

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 1.2 △ 4.7 ▲ 5.5 ▲ 11.5 △ 15.3

▲ 11.7 ▲ 10.2 ▲ 9.7 ▲ 22.7 ▲ 8.3

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

平成２８年３月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI-LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO



全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ

１０月 17.5 ▲17.1 17.4  21.8  23.1  10.7 
１１月  18.1 ▲20.4 17.6  17.4  26.3  10.0 
１２月  17.2 ▲15.4 15.5  17.2  30.8  7.7 
１月  19.4 ▲17.4 16.4  18.2  31.3  13.6 
２月 22.8 ▲18.2 23.8  19.7  34.0  15.5 
３月 23.6 ▲17.8 18.4  25.9  41.8  14.6 

見通し 22.1  26.1  14.8  25.9  33.8  14.2 

調査期間：平成28年3月15日～22日

調査対象：全国の422商工会議所が2969企業

     にヒアリング調査を実施

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（３月速報）
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踏
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明
感
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、
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な
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３
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の
全
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の
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は
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．
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と
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前
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か
ら
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．
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落
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光
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ら
れ
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損
失
な
ど
人
手
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イ
ン
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の
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況
感
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足
踏
み
状
況
と
な
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て

い
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
２
．
１
（
今

月
比
＋
１
．
５
ポ
イ
ン
ト
）
と
改

善
を
見
込
む
も
の
の
、「
悪
化
」

か
ら
「
不
変
」
へ
の
変
化
が
主
因

で
あ
り
、
実
体
は
ほ
ぼ
横
ば
い
。

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た

需
要
拡
大
や
設
備
投
資
の
持
ち

直
し
、
補
正
予
算
・
来
年
度
予
算

の
早
期
執
行
な
ど
へ
の
期
待
感

が
伺
え
る
。
他
方
、
新
興
国
経
済

の
減
速
や
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

を
含
め
た
金
融
市
場
の
不
透
明

感
も
あ
り
、
先
行
き
が
見
通
し
づ

ら
い
中
、
中
小
企
業
に
お
い
て

は
、
消
費
低
迷
の
長
期
化
や
人
手

不
足
の
影
響
拡
大
、
春
闘
の
結
果

を
受
け
た
人
件
費
の
動
向
と
価

格
転
嫁
の
遅
れ
に
対
す
る
懸
念

な
ど
か
ら
、
慎
重
な
見
方
が
続
い

て
い
る
。

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。

【
建
設
業
】「
技
術
職
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
、
人
件
費
の
上
昇
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
採
算
は
悪

化
傾
向
に
あ
る
」
（
一
般
工
事

業
）
、
「
業
績
改
善
が
進
ん
で
お

り
、
賃
上
げ
を
行
い
た
い
。
た
だ

し
、
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
る
た

め
、
具
体
的
な
金
額
は
決
め
か
ね

て
い
る
」
（
防
水
・
塗
装
工
事

業
）、「
足
元
の
受
注
は
鈍
い
が
、

来
年
度
か
ら
新
庁
舎
や
新
設
さ

れ
る
学
校
の
校
舎
建
設
な
ど
大

型
事
業
が
始
ま
る
た
め
、
今
後
に

期
待
で
き
る
」（
建
築
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
花
見
シ
ー
ズ
ン
や

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
前
に
、

飲
食
・
宿
泊
業
な
ど
か
ら
の
引
き

合
い
が
伸
び
て
い
る
」（
調
味
料

製
造
業
）
、
「
部
品
等
の
仕
入
先

か
ら
値
上
げ
を
求
め
ら
れ
て
い

る
一
方
、
納
入
先
か
ら
の
値
下
げ

要
求
も
あ
っ
て
、
経
営
は
厳
し
い

状
況
」
（
電
気
計
測
器
等
製
造

業
）
、
「
新
規
事
業
を
展
開
す
る

た
め
、
継
続
的
な
設
備
投
資
を
計

画
中
」（
航
空
機
部
品
等
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
暖
冬
の
影
響
に
よ
り

落
ち
込
ん
だ
売
上
の
回
復
を
図
る

た
め
、
春
夏
物
衣
料
の
販
促
活
動

を
強
化
し
て
い
る
」
（
衣
料
品
卸

売
業
）、「
北
海
道
新
幹
線
開
業
に

伴
い
、
観
光
関
連
の
需
要
増
が
期

待
で
き
る
た
め
、
付
加
価
値
の
高

い
新
商
品
開
発
に
注
力
す
る
」

（
食
料
品
製
造
・
卸
売
業
）、「
景

気
動
向
に
不
安
感
は
あ
る
も
の

の
、
海
外
向
け
を
含
め
、
受
注
が

好
調
に
推
移
し
て
い
る
」
（
家
庭

用
刃
物
等
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
消
費
者
の
節
約
志
向

は
一
段
と
強
く
な
っ
て
い
る
。
売

上
を
増
や
す
た
め
、
イ
ー
ト
イ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、
店
内
改

装
を
検
討
中
」（
食
料
・
飲
料
品
販

売
店
）、「
気
温
の
上
昇
と
と
も
に

春
物
婦
人
服
を
中
心
に
売
上
が
伸

び
た
一
方
、
こ
れ
ま
で
堅
調
だ
っ

た
高
額
品
に
陰
り
が
出
始
め
て
い

る
」
（
百
貨
店
）
、
「
中
国
を
は
じ

め
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
堅
調
。

ま
た
、
経
費
削
減
の
た
め
、
電
力

自
由
化
に
あ
わ
せ
て
、
契
約
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
」
（
化
粧
品

販
売
店
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
「
受
注
は
例
年

並
み
を
確
保
で
き
て
い
る
が
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
不
足
を
補
う
た
め
外
注

せ
ざ
る
を
え
ず
、
利
幅
は
小
さ
い
」

（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
）
、
「
収
益

圧
迫
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
パ
ー
ト

の
確
保
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
の
た
め
、
時
給
を
５
０
円
引
き

上
げ
た
」（
飲
食
店
）、「
稼
働
率

が
７
割
程
度
で
安
定
し
て
お
り
、

空
調
設
備
の
修
理
や
駐
車
場
の

増
設
を
実
施
。
４
月
以
降
は

W
i-Fi

導
入
な
ど
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
備
も
進
め
る
」（
旅
館
業
）

全国・産業別業況ＤＩの推移

｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ


